
特集 神話を考える

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
帝
国
と
神
話
ｌ
神
話
に
と
っ
て
、
多
言
語
．

文
化
を
包
摂
す
る
枠
と
し
て
の
「
帝
国
」
と
は
何
だ
っ
た
か
ｌ
」
と
い
う

（１）

こ
と
か
ら
、
本
稿
は
「
帝
国
」
を
「
多
言
語
・
文
化
を
包
摂
す
る
枠
・
形
式
」

と
捉
え
る
。
こ
れ
は
実
態
と
し
て
の
「
帝
国
」
存
在
の
是
非
や
そ
の
質
を

問
う
こ
と
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
帝
国
」
と
は
言
語
の

上
に
構
築
さ
れ
た
観
念
上
の
枠
組
み
で
あ
る
、
と
の
視
点
に
立
つ
。

こ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
が
中
国
の
正
史
類
、
例

え
ば
『
階
書
』
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
暗
書
』
は
中
国
の
歴
史
を
描
き
、

同
時
に
「
東
夷
伝
」
と
し
て
東
夷
を
、
す
な
わ
ち
異
言
語
・
文
化
の
国
々

を
「
東
の
夷
」
と
い
う
中
国
か
ら
の
視
点
に
よ
っ
て
、
漢
語
Ⅱ
中
国
の
言

語
に
よ
っ
て
叙
述
す
る
。
こ
の
よ
う
に
自
国
の
視
点
・
価
値
観
か
ら
他
の

地
域
国
家
を
叙
述
す
る
こ
と
が
可
能
な
言
語
ｌ
百
済
や
新
羅
・
倭
国
と
い

う
異
言
語
・
文
化
の
地
域
国
家
を
一
括
し
て
叙
述
す
る
こ
と
が
可
能
な
枠

と
し
て
の
書
記
言
語
Ｉ
は
、
い
わ
ば
「
帝
国
の
言
語
」
で
あ
る
と
い
う
理

解
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
『
古
事
記
』
は
天
皇
を
中
心
と
し
て
成
り
立
つ
世
界
、

「
日
下
」
を
め
ぐ
る
神
話
的
思
考

１
、
問
題
設
定

特
集
・
神
話
を
考
え
る

ｌ
『
古
事
記
』
序
文
の
対
句
表
現
か
ら
Ｉ

（２）

す
な
わ
ち
天
皇
を
中
心
と
し
た
天
下
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
百

済
や
新
羅
も
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
倭
国
と
い
う
一
地
域
国
家
が
百
済
や
新

羅
と
い
っ
た
異
言
語
・
文
化
の
地
域
国
家
を
自
国
の
視
点
・
価
値
観
か
ら

一
括
し
て
叙
述
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
形
式
や
内
容
が
ど
れ
ほ
ど

異
な
っ
て
い
よ
う
と
『
陪
害
』
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
と
い
え
る
。

と
は
い
え
天
皇
を
中
心
と
し
て
成
り
立
つ
世
界
、
つ
ま
り
天
皇
版
の
中

華
観
と
も
い
う
べ
き
内
容
は
、
漢
語
に
よ
る
対
句
表
現
で
は
構
成
し
え
な

い
と
「
古
事
記
』
序
文
は
語
っ
て
い
る
（
上
古
之
時
、
言
意
並
朴
、
敷
文

構
句
、
於
字
即
難
）
。
こ
こ
が
ほ
ぼ
全
編
を
漢
語
の
修
辞
表
現
に
よ
っ
て

叙
述
し
た
「
日
本
書
紀
」
と
の
決
定
的
な
違
い
な
の
で
あ
る
。

『
階
書
」
と
同
じ
こ
と
を
し
な
が
ら
、
中
国
の
「
帝
国
の
言
語
」
で
は

不
可
能
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
古
事
記
」
は
別
の
「
帝
国
の
言
語
」
に
よ
っ

て
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
倭
語

と
い
う
一
地
域
国
家
の
言
語
と
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
の
普
遍
言
語
で

あ
っ
た
漢
語
と
い
う
不
均
衡
・
非
対
称
の
関
係
か
ら
、
倭
語
も
ま
た
漢
語

と
同
じ
異
言
語
・
文
化
の
地
域
国
家
を
包
摂
し
て
叙
述
す
る
こ
と
の
で
き

る
「
帝
国
の
言
語
」
で
あ
る
と
い
う
、
対
称
性
へ
向
け
て
の
飛
躍
的
思
考

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
『
古
事
記
』
序
文
か
ら
そ
の
よ
う
な
言
語
に
対

山

田

純
国
と
神
話
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｢日下」をめぐる神話的思考

前
掲
「
上
古
之
時
…
」
を
含
む
部
分
は
、
近
年
に
至
っ
て
『
古
事
記
』

（３）

序
文
が
持
つ
上
表
文
と
い
う
形
式
に
お
い
て
は
、
不
自
然
な
部
分
と
考
え

（４）

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
籍
に
お
け
る
上
表
文
・
序
の
形
式
は
①
世
界

生
成
の
由
来
②
現
王
朝
の
礼
賛
③
構
成
で
あ
る
た
め
、
音
訓
交
用
に
よ
る

（５）

叙
述
方
式
を
い
う
当
該
部
分
は
、
叙
述
に
際
し
て
の
安
万
侶
の
個
人
的
所

感
で
あ
っ
て
『
古
事
記
」
全
体
の
思
想
性
と
は
無
関
係
と
捉
え
ら
れ
た
の

（６）

で
あ
る
。
結
果
、
漢
語
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
と
い

う
も
の
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
と
っ
て
好
材
料
と
な
っ
て
い
た
当

該
部
分
は
相
対
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

相
対
化
は
果
た
さ
れ
た
が
、
で
は
序
文
の
当
該
部
分
は
何
を
語
っ
て
い

る
部
分
な
の
だ
ろ
う
か
。
当
該
部
分
が
序
文
に
お
い
て
担
っ
て
い
る
機
能

と
は
何
な
の
か
を
見
定
め
て
お
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
当
該
部
分
だ
け

を
抽
出
す
る
。

然
、
上
古
之
時
、
言
意
並
朴
、
已
因
訓
述
者
、
詞
不
逮
心
。

敷
文
構
句
、
於
字
即
難
。
全
以
音
連
者
、
事
趣
更
長
。

是
以
今
、
或
一
句
之
中
、
交
用
音
訓
、
即
、
辞
理
見
厄
、
以
注
明
、

或
一
事
之
内
、
全
以
訓
録
。
意
況
易
解
、
更
非
注
。

亦
、
於
姓
日
下
、
謂
玖
沙
訶
、
如
此
之
類
、
随
本
不
改
。

於
名
帯
字
、
謂
多
羅
斯
、
（
西
宮
一
民
「
修
訂
版
古
臺
聖
に
拠
る
）

す
る
思
考
を
読
み
取
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
「
神
話
」
と
い
う

書
記
さ
れ
た
内
容
を
問
う
の
で
あ
れ
ば
、
書
記
を
担
っ
た
言
語
を
ま
ず
は

問
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
同
じ
言
語
が
「
帝
国
」

を
構
築
す
る
の
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

２
、
序
文
の
対
句
構
成

こ
こ
で
は
「
上
古
の
時
代
は
こ
と
ば
が
素
朴
で
全
訓
で
も
全
音
で
も
う

ま
く
表
記
し
に
く
い
。
そ
れ
で
現
在
は
そ
の
こ
と
ば
を
音
訓
交
用
な
い
し

（７）

は
全
訓
で
記
し
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
は

注
を
つ
け
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
注
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
最
後
に
至
っ

て
「
た
と
え
ば
」
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
「
日
下
」
や
「
帯
字
」
の
よ
う

な
類
は
「
本
の
ま
ま
改
め
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
最
後
の
部
分
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
「
日
下
」
と
「
帯
字
」
は
「
本

（８）

の
ま
ま
」
で
あ
り
、
「
音
訓
交
用
で
も
全
訓
で
も
な
い
（
つ
ま
り
今
は
す

た
れ
て
し
ま
っ
た
）
類
の
表
記
」
で
あ
り
「
も
と
の
ま
ま
に
し
て
い
っ
さ

（９）

い
書
き
改
め
な
か
っ
た
」
部
分
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
日
下
」
と
「
帯
」

は
、
そ
の
ま
ま
で
天
皇
版
の
中
華
観
を
叙
述
可
能
な
書
記
言
語
で
あ
る
と

序
文
は
明
確
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
語
の
性
質
が
分
析
で
き

れ
ば
、
「
帝
国
の
言
語
」
を
め
ぐ
る
序
文
の
思
考
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
手
が
か
り
と
な
る
こ
の
二
語
か
ら
始
め
た
い
。

「
姓
」
に
お
け
る
「
日
下
」
は
本
の
ま
ま
、
と
い
う
の
で
、
『
古
事
記
』

本
文
に
お
け
る
「
日
下
」
の
用
例
を
見
る
。

①
「
神
武
記
」
於
今
者
云
日
下
之
蓼
津
也
（
地
名
）
②
「
開
化
記
」

次
沙
本
毘
古
王
者
（
日
刊
剖
連
…
之
祖
）
（
《
姓
》
分
注
）
③
「
仁

徳
記
」
大
日
下
王
（
「
安
康
記
」
若
日
下
王
大
日
下
王
）
（
名
）
④
「
仁

徳
記
」
次
波
多
毘
能
若
郎
女
、
亦
名
長
日
比
寶
命
、
亦
名
若
日
下
部

命
（
名
）
⑤
「
雄
略
記
」
若
日
下
王
（
名
）
⑥
「
雄
略
記
」
日
下

之
直
越
道
（
地
名
）
⑦
「
雄
略
記
」
久
佐
加
弁
能
（
歌
・
地
名
）

⑧
「
雄
略
記
」
久
佐
迦
延
能
（
歌
・
地
名
）

全
用
例
の
う
ち
「
姓
」
は
一
例
の
み
で
「
日
下
部
」
で
あ
る
（
他
は
地

名
あ
る
い
は
皇
子
の
「
名
」
で
あ
る
）
。
す
な
わ
ち
序
文
が
「
た
と
え
ば
」
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で
掲
出
し
た
「
日
下
」
姓
は
、
本
文
で
は
一
例
も
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
（
日

下
部
が
姓
で
あ
り
対
句
を
作
る
た
め
に
「
部
」
を
省
略
し
た
と
い
う
観
点

も
可
能
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
大
系
頭
注
が
列
挙
し
て
い
る
よ
う
な
春
日
や

雀
部
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
）
。
「
日
下
」
に
関
し
て
、
序
文
と
本
文
は
寄
り

添
っ
て
い
な
い
。

『
古
事
記
』
序
文
が
本
文
を
引
き
合
い
に
出
す
時
、
本
文
に
忠
実
に
寄

（旧）

り
添
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
が
あ
る
。
序
文
は
本
文
の
内
容
を
逐

一
要
約
し
て
句
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
部
分
だ

け
は
、
対
応
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
該
部
分
は
本
文
の
用

例
か
ら
凡
例
を
述
べ
た
部
分
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
で
「
帯
」
の
ほ

うはどうだろうか。

「孝昭記」（皇子）天押帯日子命。「孝昭記」（刃皇）倭帯

日
子
国
押
人
命
《
孝
安
》
。
「
孝
安
記
」
（
刃
皇
）
大
倭
帯
日
子
国
押

人命《孝安》「垂仁記」（刃皇大帯日子瀕斯呂和気命《景行》。

「垂仁記」（皇子）沼帯別命。「垂仁記」（皇子）伊賀帯日子命。

「
垂
仁
記
」
（
皇
子
）
五
十
日
帯
日
子
王
。
「
景
行
記
」
（
刃
ヨ
）
大
帯

日子天皇《景行》。「景行記」（刃皇）若帯日子命《成務》。「景

行
記
」
（
刃
皇
）
帯
中
津
日
子
命
《
仲
哀
》
。
「
仲
哀
記
」
（
刃
雪
）
帯

中津日子天皇《仲哀》。「仲哀記」（ガ目）息長帯比売命。「雄

略記」（皇女）若帯比売命。

こ
の
よ
う
に
「
帯
」
は
「
名
」
と
し
て
は
「
天
皇
」
あ
る
い
は
「
皇
子
」

の
名
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
「
姓
」
の
「
日
下
」
と
は
一
線
を
画
し
て
い

（Ⅲ）

る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
不
均
衡
な
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
序
文
は
周
知
の

（砲）

通
り
、
全
体
と
し
て
精
綴
な
対
句
構
成
を
果
た
し
て
い
る
。
「
於
姓
○
○
、

「
日
下
」
は
一
臣
下
の
姓
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
文
と

寄
り
添
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
は
本
文
中
の
用
例
を
も
っ
て
凡

例
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
か
別
の
意
味
が
「
日
下
」
に
は
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
が
必
要
だ
ろ
う
。

本
文
中
の
用
例
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
漢
語
的
意
味
を
見
て
み

た
い
。
と
い
う
の
は
序
文
は
全
体
と
し
て
綿
密
な
対
句
表
現
ｌ
漢
語
の
修

辞
表
現
ｌ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
対
句
は
漢
籍

じ
つ
か

に
出
典
を
持
つ
。
漢
籍
に
出
典
が
あ
る
語
と
し
て
「
日
下
」
の
漢
語
的
意

味
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
対
句
表
現
を
検
討
す
る
に
さ
し
あ
た
っ
て

謂
△
△
△
、
於
名
●
●
、
謂
▲
▲
▲
」
と
し
て
、
両
句
は
対
に
な
っ
て
い

る
。
対
句
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
対
応
す
る
部
分
が
同
属
性
で
あ
り
等

価
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
序
文
冒
頭
の
「
乾
坤
初
分
」

「
陰
陽
斯
開
」
な
ど
は
、
「
陽
Ⅱ
乾
」
「
陰
Ⅱ
坤
」
と
し
て
左
右
対
称
に
作
っ

て
あ
る
。
対
句
と
し
て
並
列
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ

属
性
か
つ
等
価
値
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
。
つ
ま
り
当
該
部

分
の
「
日
下
」
と
「
帯
字
」
部
分
は
同
属
性
，
等
価
値
で
、
左
右
対
称
が

計
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
実
際
は
、
一
臣
下
の
「
姓
」
と
天
皇
の
「
名
」
で
あ
り
、
不
均

衡
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
対
句
の
不
成
立
、
あ
る
い
は
稚
拙
・

暗
愚
と
一
蹴
し
て
し
ま
う
前
に
、
も
し
も
対
句
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
対
句
た
り
え
て
い
る
の
か
、
こ
れ
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
日
下
」
「
帯
字
」
を
検
討
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
二
語
が
含
ま
れ
て
い
る
対
句
関
係
を
み
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

３
、
漢
語
「
天
下
」
と
同
義
語
の
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必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

『
芸
文
類
聚
』
巻
五
十
五
「
雑
文
部
」
読
書
項
に
は
、

東
観
漢
記
日
、
章
帝
詔
二
黄
香
一
、
令
レ
詣
二
閤
東
観
一
。
読
所
未
二

嘗見一書。謂二諸生一日、

此
日
祠
無
双
、
江
夏
黄
童
也
。
（
中
華
書
局
本
に
拠
る
）

と
あ
り
、
漢
語
「
日
下
」
は
漢
語
「
天
下
」
と
同
義
語
で
あ
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
を
素
直
に
序
文
に
投
下
す
る
と
「
天
下
」
と
い
う

意
味
の
「
姓
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
前
に
「
日
下
Ⅱ
天
下
」
と
い

う
漢
語
的
な
文
脈
で
当
該
部
分
を
読
解
し
て
い
い
の
か
、
こ
れ
を
確
認
し

ておこう。

序
文
に
お
い
て
特
に
「
天
下
」
の
よ
う
な
中
国
の
中
華
観
を
示
す
部
分

を
総
覧
す
る
と
、
や
は
り
『
全
注
釈
』
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
精
綴

な
対
句
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
所
以
糖
賢
后
、
於
今
傳
聖
帝
」

は
、
語
意
が
「
毛
詩
』
巻
二
十
「
商
頌
」
玄
鳥
「
商
之
先
后
」
鄭
菱
「
菱
云
、

（旧）

后
君
也
。
商
之
先
君
受
二
天
命
一
」
と
な
り
、
「
賢
后
」
は
特
定
の
人
物
で

は
な
く
、
優
れ
た
君
主
を
指
す
。
同
時
に
聖
帝
の
方
は
「
帝
王
」
に
関
す

る
総
合
的
な
記
述
を
集
め
た
『
芸
文
類
聚
』
巻
十
一
「
帝
王
部
」
総
載
帝

王
に
「
管
子
日
、
黄
帝
立
二
明
堂
之
議
二
、
上
観
二
於
賢
一
也
。
堯
有
二
衝
室

之
問
一
、
下
聴
二
於
民
一
也
。
舜
有
二
告
善
之
雄
一
、
而
主
不
し
蔽
也
。
雷
立
二

諫
鼓
於
朝
一
、
而
備
レ
訊
也
。
湯
有
二
總
街
之
廷
一
、
観
二
民
非
一
也
。
武
王

有
二
霊
台
之
宮
一
、
賢
者
進
也
。
此
古
雪
謂
・
明
王
、
所
劃
一
以
有
而
勿
レ
失
、

得
而
勿
頑
止
也
」
（
「
孝
徳
紀
」
に
も
引
か
れ
る
）
と
い
い
、
黄
帝
・
禺
王
・

湯
王
・
武
王
等
が
「
聖
帝
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
序
文
に
お
い
て
後
出
す

る
「
軒
后
・
周
王
」
「
文
命
・
天
乙
」
の
こ
と
で
も
あ
り
、
と
も
に
「
聖
帝
」

と
し
て
同
属
性
・
等
価
値
ゆ
え
に
対
句
た
り
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る

い
は
「
放
牛
息
馬
、
榿
悌
歸
於
華
夏
、
巻
旋
敢
戈
、
憐
詠
停
於
都
邑
」
な

ど
も
、
「
華
夏
」
と
「
都
邑
」
が
、
世
界
の
中
心
で
あ
る
中
華
と
、
さ
ら

に
中
華
の
中
心
で
あ
る
都
と
し
て
、
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
名

高
文
命
、
徳
冠
天
乙
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
夏
と
段
の
名
王
を
並
べ
て
い
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
全
て
の
検
証
は
で
き
な
い
が
、
漢
語
に
よ
る
精
綴
な
対

句
構
成
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
よ
い
。

こ
こ
ま
で
序
文
は
綿
密
な
対
句
表
現
に
よ
っ
て
文
章
を
構
成
し
て
き

た
。
そ
の
全
体
性
の
中
に
「
日
下
」
は
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
日
下
」
と

い
う
語
句
に
は
「
天
下
」
と
い
う
同
義
性
が
ｌ
漢
語
の
持
つ
実
意
が
ｌ
排

除
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
「
日
下
」
が
絶
対
に
倭
語

で
し
な
か
い
と
い
う
断
定
は
不
可
能
に
近
い
。
も
ち
ろ
ん
「
訓
ク
サ
カ
」

の
存
在
が
、
「
日
下
」
を
倭
語
と
し
て
在
ら
し
め
て
も
い
る
。
い
わ
ば
意

味
を
ど
ち
ら
か
一
方
に
断
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
決
定
不
可
能
性
が
立

ち
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
考
え
て
く
る
と
、
「
帯
字
」
の
意
味
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
漢

語
「
帯
」
で
は
衣
装
の
類
と
い
う
以
上
の
意
味
は
な
い
。
し
か
し
「
訓
タ

ラ
シ
」
を
持
つ
こ
と
で
、
天
皇
の
名
と
い
う
意
味
に
な
る
。
し
か
も
「
東

国
」
を
制
覇
し
（
景
行
）
国
境
を
制
定
し
（
成
務
）
新
羅
百
済
を
従
え
る

（
仲
哀
・
神
功
）
と
い
う
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
観
念
上
の
「
帝
国
の
版

図
Ⅱ
天
下
」
を
完
成
し
た
天
皇
の
名
な
の
で
あ
る
。
こ
の
二
語
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
二
つ
の
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

「
天
下
」
と
い
う
実
意
を
も
つ
「
日
下
」
と
、
観
念
上
の
天
下
を
決
定

し
た
「
天
皇
」
が
、
「
天
下
Ⅱ
天
皇
」
と
い
う
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
対
句

た
り
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
該
部

分
が
対
句
た
り
え
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
天
皇
」
と
「
天
下
」
が
等
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以
上
こ
こ
ま
で
、
「
天
下
Ⅱ
天
皇
」
と
い
う
対
句
が
構
成
さ
れ
、
か
つ

そ
れ
が
『
古
事
記
』
を
叙
述
す
る
書
記
言
語
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
見
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
の
目
的
で
あ
る
「
帝
国
の
言
語
」
を
め
ぐ

る
思
考
を
抽
出
す
る
と
い
う
企
図
に
即
し
て
考
え
よ
う
。

ま
ず
は
「
日
下
」
と
「
帯
字
」
が
対
句
に
な
り
え
て
い
る
理
由
が
、
序

文
全
体
が
対
句
構
成
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
形
式
の
他
に
、
両
者
が
訓
読

の
対
象
で
あ
る
と
い
う
文
脈
に
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
両
者
は
「
す

で
に
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
上
古
の
こ
と
ば
」
で
あ
り
、
と
も
に
「
ク
サ
カ
・

タ
ラ
シ
」
と
い
う
「
訓
」
を
持
つ
語
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
訓
」
を
持
つ
、

と
い
う
こ
と
が
、
両
者
が
対
句
関
係
に
あ
る
こ
と
を
形
の
上
で
も
保
証
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
「
訓
」
に
よ
れ
ば
、
「
天
下
Ⅱ
日
下
」
は
「
ク
サ
カ
」
と
い
う
倭

語
で
読
め
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
徹
底
的
な
漢
語
的

修
辞
技
法
で
序
文
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
日
下
Ⅱ
天
下
」
と
い

う
大
き
な
形
式
を
用
意
し
、
同
時
に
「
日
下
」
は
「
ク
サ
カ
」
と
い
う
倭

価
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
当
該
部
分
は
対
句
を
作
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
認
め
て
い
る
と
。
ち
ょ
う
ど
「
姓
稗
田
、
名
阿
礼
」

と
い
う
対
句
が
「
稗
田
阿
礼
」
と
い
う
一
人
物
を
指
す
よ
う
に
、
対
句
た

る
「
姓
於
日
下
、
名
於
帯
字
」
は
「
日
下
帯
」
と
い
う
一
人
物
を
創
出
し
、

全
体
の
対
句
構
成
に
よ
る
漢
語
「
日
下
Ⅱ
天
下
」
の
意
味
保
証
を
負
い
な

が
ら
「
天
下
帯
」
と
い
う
例
示
的
人
物
の
名
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
「
天
皇
」
の
「
天
下
」
を
語
る
『
古
事
記
」
の
内
容
と

対
応
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

４
、
訓
読
と
い
う
回
路
を
通
し
て

本
来
、
漢
語
で
あ
る
な
ら
ば
倭
語
で
は
な
い
、
倭
語
で
あ
る
な
ら
ば
漢

語
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
な
二
項
対
立
的
思
考
に
よ
っ
て
序
文
は
読

ま
れ
て
き
た
。
漢
語
と
い
う
「
借
り
物
」
に
よ
っ
て
苦
心
し
て
書
か
れ
た

と
い
う
言
い
方
に
は
既
に
主
客
二
分
論
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
序
文
は
「
訓
」
と
い
う
媒
介
を
通
し
て
「
我
Ⅱ
彼
」
あ
る
い
は
「
主

語
で
も
あ
る
、
と
確
認
し
て
い
る
の
が
当
該
部
分
な
の
で
あ
る
。

こ
の
「
天
下
Ⅱ
日
下
Ⅱ
ク
サ
カ
」
と
い
う
認
識
を
可
能
に
し
つ
つ
、
そ

れ
と
「
天
皇
」
が
等
価
値
で
あ
る
と
示
す
こ
と
で
、
こ
こ
に
は
漢
語
と
倭

語
を
め
ぐ
る
ひ
と
つ
の
思
考
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
漢
語
の
実
意
で
読
め
て
し
ま
う
「
日
下
」
を
、
「
訓
」
と
い

う
回
路
を
通
す
こ
と
で
、
倭
語
「
ク
サ
カ
」
と
し
た
。
実
際
に
伝
承
さ
れ

て
き
た
か
否
か
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
序
文
の
対
句
構
成
は

「
日
下
」
に
二
重
の
意
味
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
「
帯
」
は
「
訓
タ
ラ
シ
」
で
あ
る
と
す
る
。
「
訓
タ
ラ
シ
」
は
「
天

皇
名
」
で
あ
る
。
一
方
が
「
天
皇
名
」
と
し
て
在
る
こ
と
で
、
「
訓
ク
サ
カ
」

た
る
「
日
下
」
は
天
皇
と
同
属
性
・
等
価
値
た
る
「
天
下
」
の
意
味
に
決

定
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
「
訓
」
と
い
う
通
路
を
経
る
こ
と
で
、
漢
語
「
天

下
」
と
倭
語
「
天
皇
」
が
等
価
値
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
訓
」

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

を
経
由
す
る
こ
と
で
、
本
来
対
句
に
な
り
え
な
い
「
日
下
」
と
「
帯
字
」

を
「
天
下
Ⅱ
天
皇
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
言
い
換
え
る
と
、
日
下
と
い
う
「
漢
語
」
と
、
タ
ラ
シ
と

い
う
「
倭
語
」
が
対
句
と
し
て
成
立
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
両

者
が
「
訓
」
と
い
う
媒
介
を
通
せ
ば
「
等
価
値
」
で
あ
る
こ
と
を
序
文
は

形
の
上
で
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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Ⅱ
客
」
と
い
う
等
価
値
化
の
思
考
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
非
論

理
的
な
飛
躍
的
思
考
は
「
神
話
」
に
特
徴
的
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
思
考

（脚）

方
法
で
あ
る
「
神
話
的
思
考
」
と
呼
ん
で
差
し
支
え
な
い
と
思
う
。
す
な

わ
ち
相
対
す
る
二
項
を
、
媒
介
を
通
す
こ
と
で
同
一
の
も
の
と
し
て
理
解

し
て
し
ま
う
と
い
う
思
考
方
法
で
あ
る
。

そ
う
ま
で
言
わ
な
く
と
も
、
倭
語
と
漢
語
と
い
う
異
言
語
を
一
括
し
て

書
記
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
が
「
訓
」
で
あ
る
、
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
「
訓
」

と
い
う
水
準
に
立
て
ば
倭
語
も
漢
語
も
同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
書
記
で
き
る
の

で
あ
る
。
漢
語
と
倭
語
を
つ
な
げ
た
「
訓
」
は
、
倭
国
と
中
国
と
い
う
異

言
語
・
文
化
を
包
摂
す
る
枠
と
し
て
の
「
帝
国
の
言
語
」
と
し
て
あ
る
。

す
な
わ
ち
中
国
の
こ
と
も
倭
国
の
こ
と
も
、
「
訓
」
と
い
う
「
帝
国
の
言
語
」

に
よ
り
さ
え
す
れ
ば
叙
述
可
能
な
の
で
あ
る
。
漢
語
で
も
書
け
る
こ
と
は

倭
語
で
も
書
け
る
の
だ
Ｉ
「
訓
」
さ
え
通
せ
ば
ｌ
と
い
う
理
解
が
、
『
古

事
記
」
序
文
の
「
帝
国
の
言
語
」
を
め
ぐ
る
思
考
な
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
思
考
は
漢
文
の
存
在
に
全
面
的
に
依
拠
し
て

い
る
。
漢
文
と
い
う
書
記
言
語
が
な
け
れ
ば
出
現
し
得
な
い
思
考
な
の
で
あ

る
。
こ
の
意
味
で
は
、
中
国
に
全
面
的
に
寄
り
か
か
っ
た
思
考
で
あ
り
「
帝

国
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
中
国
が
「
訓
」
を
書
記
言
語
と
す
る

可
能
性
は
な
い
。
そ
れ
で
も
多
言
語
-
文
化
を
包
摂
す
る
枠
・
形
式
た
る

「
倭
国
の
帝
国
の
言
語
」
と
し
て
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
中
国
で
は
封
禅
の
儀
ｌ
天
地
の
神
を
祀
る
ｌ
さ
え
挙
行
す
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
民
族
で
あ
っ
て
も
皇
帝
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に

「
神
話
」
は
必
要
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
序
文
は
一
-
訓
」
と
い
う
「
帝

国
の
言
語
」
を
め
ぐ
る
思
考
そ
の
も
の
に
神
話
的
な
も
の
が
あ
る
。
『
古

事
記
」
の
「
神
話
」
と
い
っ
た
と
き
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
そ
の
内
容
を
指
し

て
き
た
が
、
そ
の
内
容
を
書
記
す
る
言
語
に
も
「
神
話
的
な
も
の
」
が
あ

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
た
い
。
伝
承
の
中
に
保
存
さ
れ
た
「
神
話
的
な

も
の
」
と
ほ
ぼ
同
質
の
も
の
が
、
漢
語
で
書
く
書
き
手
自
身
の
中
に
も

ｌ
潤
色
と
さ
れ
て
き
た
漢
語
表
現
の
向
こ
う
側
に
も
ｌ
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

以
上
こ
こ
ま
で
序
文
の
「
帝
国
の
言
語
」
を
め
ぐ
る
思
考
を
見
て
き
た
。

序
文
の
「
帝
国
の
言
語
」
は
全
面
的
に
中
国
に
依
拠
し
て
い
る
。
対
句
構

成
の
も
と
に
あ
っ
た
「
日
下
帯
」
と
い
う
例
示
的
人
物
に
も
そ
の
こ
と
が

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
「
天
下
・
帯
」
な
る
と
こ
ろ
の
人

物
は
「
訓
」
を
通
せ
ば
「
ア
メ
ノ
シ
タ
・
タ
ラ
シ
（
ピ
コ
・
ヒ
メ
）
」
と
な
る
。

意
訳
す
れ
ば
こ
れ
は
「
階
書
』
倭
国
伝
の
「
倭
王
姓
阿
毎
、
字
多
利
思
比

孤
」
と
通
じ
る
人
物
と
な
る
。
「
姓
」
を
も
つ
「
天
皇
」
と
い
う
例
示
的

人
物
が
序
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
問
だ
が
、
「
天
下
」
も
「
天
皇
」

も
倭
国
の
独
創
・
創
造
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
例
示
的
人
物
に
も
典
拠
が

あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
中
国
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い

る
と
述
べ
た
が
、
典
拠
を
踏
ま
え
る
と
い
う
漢
文
の
修
辞
的
技
巧
か
ら
考

え
れ
ば
、
独
自
性
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
も
意
味
が
な
い
だ
ろ
う
。
む

し
ろ
「
も
と
の
ま
ま
改
め
な
か
っ
た
」
当
該
の
二
語
が
、
中
国
の
視
点
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
が
序
文
の
い
う
「
上
古
」
で
あ
る
こ
と
に
注

意
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
国
号
問
題
と
し
て
の
「
日
下
」
と

な
る
が
、
ま
ず
は
こ
こ
ま
で
と
し
た
い
。

注
（
１
）
本
稿
は
二
○
○
八
年
八
月
二
○
日
に
行
わ
れ
た
古
代
文
学
会
夏
期

お
わ
り
に
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特集・神話を考える

（
皿
）
『
古
事
記
全

（
過
）
北
京
大
学
一

を参照した。

（
Ⅲ
）
中
沢
新
一

篇
」
一
九
五
七
年
十
二
月

（
一
九
八
五
年
十
月
吉
川
弘

（
６
）
岡
部
前
掲
（
４
）
論
文
。

（
７
）
西
條
勉
『
古
事
記
の
文
字

（
８
）
亀
井
前
掲
（
５
）
論
文
。

（
９
）
西
條
前
掲
（
７
）
論
文
。

（
皿
）
『
古
事
記
全
注
釈
』
の
指
娃

（
ｕ
）
神
名
と
し
て
神
代
記
に
一

へ

５
ー

（
４
）
岡
部
隆
志
「
迷
走
す
る
『
古
事
記
筐
（
「
日
本
文
学
」
卿
１
４

セ
ミ
ナ
ー
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
話
を
考
え
る
」
第
七
回
「
帝
国

と
神
話
」
で
の
口
頭
発
表
を
現
段
階
に
お
い
て
論
文
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
大
胡
太
郎
氏
と
筆
者
。

（
２
）
神
野
志
隆
光
『
複
数
の
「
古
代
」
」
（
二
○
○
七
年
十
月
講
談
社
）
。

（
３
）
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
注
釈
第
一
巻
序
文
篇
』
（
一
九
七
三
年

『
古
事
記
全
注
釈
』
の
指
摘
。

神
名
と
し
て
神
代
記
に
一
例
。
一
字
一
音
で
多
良
斯
と
あ
り
、
題

注
で
帯
の
字
に
書
く
。
序
文
が
「
帯
」
字
を
タ
ラ
シ
と
訓
読
す
る
よ

う
な
例
は
不
改
と
す
る
が
、
題
注
に
お
い
て
施
注
者
が
も
と
の
神
名

三
文
字
表
記
を
一
文
字
の
「
帯
」
の
字
に
改
め
て
い
る
部
分
。
本
の

ま
ま
改
め
ず
と
い
う
序
文
と
、
や
は
り
乖
離
し
て
い
る
。
本
文
を
用

例
と
し
た
凡
例
以
上
の
意
味
が
当
該
部
分
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
所

以
で
あ
る
。

三省堂）。

一九九八年四月）。

『
古
事
記
全
注
釈
」
の
指
摘
。

北
京
大
学
整
理
本
に
拠
る
。
出
典
の
詳
細
は
「
古
事
記
全
注
釈
』

西
條
勉
『
古
事
記
の
文
字
法
』
（
一
九
九
八
年
六
月
笠
間
書
院
）
。

亀
井
孝
「
古
事
記
は
よ
め
る
か
」
含
古
事
記
大
成
言
語
文
字

一
一
九
五
七
年
十
二
月
平
凡
社
。
後
に
『
亀
井
孝
論
文
集
四
」

九
八
五
年
十
月
吉
川
弘
文
館
）
に
収
録
）
。

「
対
称
性
人
類
学
』
（
二
○
○
四
年
二
月
講
談
社
）
。
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